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支援対策本部第 3回拡大会議に１４単産・地方が参加 
 

 全労連「能登地震支援対策部」は

３月１８日、第 3 回拡大会議を開

き、４月から被災地での震災ボラン

ティアをおこなうことを提起、了承

された。そのあとおこなわれた第４

０回常任幹事会で正式確認した。 

 会議では支援対策本部の渡辺事

務局長代行（全労連事務局次長）が

今後の被災地支援について被災地

の復旧状況をふまえ、石川災対連

と共同してボランティア活動をおこ

なうことを提案。 

具体的には羽咋市の「被災者支援共同センター」内に現地事務所を設置。当面、第三次（①４月５～７

日、②４月１９～２１日、③５月１０～１２日に」にわたるボランティア活動を被災地・七尾市をはじめ中能

登町、志賀町で被災組合員の家屋片付けや支援物資の搬入等をおこない予定。今後被災地の復旧状

況をふまえ、新たな拠点を含め奥能登方面への支援活動を進めることも検討していくこととした（詳

細は添付の「3月 19日付け全労連連絡２２－２３－２２」を参照）。 

 

「災害募金」の全労連への集約を要請 
 

 また上記会議では、1月に全労連が提起した「災害募金」が全国から約 750万円（3月 12日現在）

が寄せられたことを報告。全国の仲間の協力に感謝するとともに当面 3 月末としており、今後の被災

地活動のために全労連への募金集約を訴えた。 

 

全国災対連も震災ボランティア開始決める 
 

 翌 19 日に全国災対連は臨時事務局会議を開催、全労連・石川副議長から全国災対連として石川災

体連と連携・共同して 4月からの震災ボランティアをおこなっていくことを提案、了承された。 
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〈震災関連記事より〉 

 

能登半島の公立 4病院、看護職員 65人が退職見込み 被災負担か 

毎日新聞 2024/3/19 21:45（最終更新 3/19 21:45） 

 1 月の能登半島地震により、同半島（石川県）の四つの公立病院では既に退職したか、3 月以降の退職の意向

を示している看護職員が計 65人に上っている。武見敬三厚生労働相が、19日の閣議後記者会見で明らかにした。

例年の約 2倍の人数で、医療体制が維持できるのか懸念されている。 

 4病院は、市立輪島病院（輪島市）▽珠洲（すず）市総合病院（珠洲市）▽公立宇出津（うしつ）総合病院（能

登町）▽公立穴水総合病院（穴水町）。 

 厚労省によると、4 病院では 1、2 月に計 15 人の看護職員が辞めた。3 月中に退職したか、近く退職予定の人

は計 50人という。地震により心身への負担が大きくなったことが影響しているとみられる。 

 今回の地震後、4 病院の患者は半島の外に避難した人も多く、それに伴って入院や外来の患者数が減少してい

る。このため、4病院は受け入れ態勢の規模を縮小して運営している。 

 それでも 4月以降、新たな看護職員として計 10人ほどが必要とされている。県看護協会は、4病院で 1カ月以

上の勤務が可能な職員を全国から募集している。 

 一方、石川県は 4病院の看護職員をつなぎとめるため、職員が利用できる仮設住宅の整備を進めている。早け

れば 4月中に完成する見込みだ。 

 さらに、被害の小さかった県南部に避難した看護職員のため、元の病院に在籍したまま、県南部の公立病院に

一時的に勤務する「在籍出向」の制度も整備した。これまでに、3人から応募があったという。【添島香苗】 

 

「ありがたいです」能登半島地震“義援金” 窓口受付が始まる…被害甚大な石川・輪島市などの住民に 1 人 5 万円

配分 

石川テレビ 2024年 3月 18日 月曜 午後 5:21 

能登半島地震で、全国から寄せられた義援金の窓口受付が、18日から始まった。 

能登半島地震の災害義援金は、被害が甚大だった石川・輪島市や珠洲市など 6 つの市と町の住民に、1 人 5万

円が配分される。 

18日は午前 9時から 3市 3町の 7つに窓口のほか、石川県庁など金沢市内 2カ所で申請受付が始まった。 

七尾市の商業施設には、2つの義援金窓口が設けられ、さっそく申請する被災者の姿が見られた。 

利用者「ありがたいですね。何かとお金がいる時なもんですからね。家も少し傷んだところありますから、そ

ちらの方に回したいと思いますし、子どもたちにも使いたい」 

義援金は、18日時点で日本赤十字や県共同募金会などから、約 363億円が寄せられている。 

申請はオンラインや郵送でも可能で、早ければ 1カ月後には口座に振り込まれるという。 

 

 

被災者支援へ 災害募金に協力をお願いします！ 
＜振込先＞ 名義：全国労働組合総連合 

＜入金先＞ 郵便振込    ００１７０―３－４２６２７２ 

      ゆうちょ銀行    ０１９店 （当）０４２６２７２ 

 

 ※通信欄には、必ず「能登地震支援募金」と明記してください。 

 

 
 


